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302 Broadway Newmarket Auckland
Tel: 09-523-5528
OPEN 7DAYS10:00am~7:00pm

Mon-Fri 10:00am~11:00am
Cut 女性: $38 男性: $30

ワーキングホリデー・学生
Cut 10% OFF (ID持参のこと)

Cut (shampoo&blow dry) 女性$48  男性$40 エクステンション、まつ毛パーマ、縮毛矯正できます

セラミック遠赤、低温の弱酸性パーマです。

髪に良質のセラミド（純植物性アミノたんぱく質）を取りこみながら、

つやのあるはずむようなウェーブを実現します。

パーマをかけたいけど、ダメージが気になるという方は、ぜひお試しください。

セラミドパーマ始めました。 Japanese Hair Design

Model: Natasha Kawiti  
Hair Designer : Kara Boyes

Japanese radio show E CUBE STATION every Friday night. 22:40~ 104.6FM  www.ecube.co.nz31E

Profile photo Yuji Hori

宮内彩　　東京生まれ。西町インターナショナルスクールを経て、スイス、ル・

ロゼ高校、米タフツ大学卒業。帰国後、パリ・ミラノ等世界のコレクションを取

材。雑誌・新聞・テレビ・ラジオ等でファッション・コラムニストとして活動。オ

ークランド在住の中村嗣氏と結婚のため、2000年より生活の拠点をＮＺに移

動。01年、長男・章人君,02年、次男・天人君誕生。子育ての合間を見て、旅・食・住

等ライフスタイル全般のコラムニストとして英語及び日本語で執筆活動を続

けている。著書は近代文藝社「おしゃれのエッセンス」「おしゃれのエッセンス

旅コレクション」（母・大内順子と共著）等。NZでの生活のエッセイが載ってい

るホームページはwww.ouchi-junko.com

宮内彩の

New Zealand Style   no.1

Trelise Cooper

特別な日に大活躍するのが、
トレリス・クーパーのドレス。
オシャレをして出かけたい
ディナーやパーティがある
時は、トレリスのお店は必見。
トレンドのホルターで肌を
大胆に露出して、気分はト
ロピカル。　$720

D
IN

N
ER

シンプルなジーンズにも、
フェミニンなブラウスを合
わせることがポイント。デ
ィフュージョンラインの
Cooperブランドにはカジ
ュアルなアイテムも豊富な
ので、要チェック！　ブラ
ウス$295　ジーンズ$315

CA
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A
L

普段着として活躍するのは
Cooperのライン。シャツや
デニムスカートでも、ちょ
っとビンテージな味わいが
可愛い。柄x柄はトレリス
のコーディネイトの基本で
す。ブラウス$340　スカー
ト$375

EVERYDAY

夏のリゾートの装いも、T
シャツと短パンばかりでは
なくて、フェミニンに演出
したい時だってある。こん
なスタイルで夕暮れ時にカ
クテルを飲んでみては？
$465

HOLIDAY

「派手」と思われがちなトレ
リスのコレクションにも、
シンプルなジャケットやパ
ンツがちゃんとあるのです。
インナーを赤いサテンにし
て、女らしさを忘れずに。　
タンクトップ$290　ジャ
ケット$360.75　パンツ
$243.75

WORK

　トレリス・クーパーのtの文字の看

板が立つ、 パーネルの裏道の殺風景

な建物の小さなドア。「本当にここで

いいのかしら？」と不安ながら、ドア

をそっと開けると「ハ～イ！」とトレ

リス・クーパー本人がハンガーにか

けた洋服を片手にちょうど目の前を

通りかかった。倉庫の

ような広い部屋の中は

花柄やフリルを施した

トレリスらしいカラフ

ルな洋服のラックが並

んでいる。「ね、ぜんぜ

ん華やかじゃないでし

ょ？」とトレリスは申

し訳無さそうに言いな

がら、私達は2階の部

屋に案内された。壁に

は中国刺繍風のキモノ

が飾られ、「夫がインタ

ーネットで買ってくれたの」と説明

してくれた。「日本は大好きで、ホリ

デー開けにも行く予定なのよ」という。

「まだ日本とのビジネスはしていな

いの？」と訪ねると、「私なんか実力

不足で無理だわ」となんとも謙虚な

答えが戻って来たのには驚き。アメ

リカで今大ブレイクしていて、アパう。。

「まだ日本とのビジネスNZで最高だ

というのに。

　2ヶ月に1回は海外出張という、超

多忙スケジュールをこなすトレリス

は、明るくてパワフルな女性。自分ら

しくデザインをしていることが、今

の成功の基本になっている。「服づく

りを勉強したことはな

いの」と言うけど、セン

スとアイディアを買わ

れて、御主人のジーン

ズビジネスのデザイン

を手掛けるようになっ

たのが、そもそもの始

まり。自分のブティッ

クを持つまでになった

が、ビジネスをたたん

で子育てに専念した数

年を経て、再びファッ

ション界に蘇ったのは

わずか6年前のこと。街には黒い服

ばかりが並んでいたその頃、「着たい

と思う服が売っていなかった」のが

理由だ。カラフルで、フェミニンで、

モデルのような体系でなくても美し

く見え、着ていて楽しい服。NZファ

ッションウィークで北半球からも注

目される存在となり、今一番「旬」な

NZデザイナーだと私は思う。

　今オークランドの店頭に並んでい

る春夏ものは、40年代の戦争前の雰

囲気を盛り込んだ、フェミニンなパ

ステルトーンのコレクション。世界

のトレンドともちょうどマッチして

いるし、是非とも一着は日本へお持

ち帰りをオススメしたい。

このコーナーではファッションコラムニストの

宮内彩さんが毎回NZのファッションデザイナーを訪問。

各ブランドで様々なシーンのファッションを

コーディネイトしていきます。

Address / 536 Parnell Road, Parnell 366-1962 / 201 Quay Street, City 366-1964


